
様式３

学校番号

令和８年度　　学校評価書　　（　計画段階　）
福岡県立福岡中央高等学校

ＩＣＴ機器や生成ＡＩを活用し、授業改善を促進する。

探究の見方や考えを教科授業にも取り入れ、学びの深化を図る

他者と協働して課題を解決する能力を育成するための教育活動の工夫

国際化対応に資する英語の資格検定受験への取組の推進

意志ある学びを支え、何を学びどのように学ぶのか、何ができるようになるのかを明確にする指導の工夫

「時を守り、場を清め、礼を正す」の徹底と相手を尊重する気持ちのよい挨拶や静止礼の励行等の礼節を重んじる

他者とのコミュニケーションを大切にし、仲間と共に協働し成し遂げようとする意志を醸成する学校行事等の充実

自転車交通マナー、ＳＮＳ利用マナーの徹底と安心安全な学校づくりの推薦

いじめ問題に対する早期発見、早期対応の徹底、積極的生徒指導に徹した教育相談体制の推進

多様なキャリアを知る機会を増やし、高い志を育む進路指導の充実を図る。

面談の実施、進路先検討会など教職員の共通理解と指導体制の一層の充実を図る

総合型選抜等に対応するために必要な指導体制の確立

興味・関心、志を実現するための学部・学科の研究を充実させ、生徒の知見を広める指導の充実拡大を図る

生徒の探究活動を更に深め、学校教育の柱となるように組織的、計画的に魅力ある内容を実施していく

探究活動において、ＤＸハイスクール事業（ＩＣＴ、生成ＡＩ活用など）を活用し探究活動の深化を図る

多様な生徒への対応を教職員全体で行えるように相談体制と指導の充実を図る

異文化理解、グローバル化対応のために国際理解教育の新規取組を含め更に充実を図る

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

年度重点目標 具体的目標
【成果】
（１）教育課程に基づいて計画的に学習活動が行
われており、思考力や表現力を育てる指導や、主
体的な学びの伸長に取り組み成果がみられた。
（２）近隣の方から、気持ちのよい、挨拶をする生
徒が多いと評価されている。また、校内でもきち
んとした服装と挨拶ができている。
（３）海外修学旅行、短期海外研修で現地の高校
生徒の交流やホームステイなどで、国際理解教
育の充実を図ることができた。
（４）校舎改修中でも、生徒のために、文化祭（秋
桜祭）を公開実施する方針を出し、無事終えるこ
とができた。
【課題】
（１）本年度から始まった校舎大規模改修工事と
教育活動に支障が無いように定例会議で調整を
しっかり行っていく。
（２）高等学校ＤＸハイスクール事業の取組を活か
し、ＩＣＴの活用を推進し、生成ＡＩについても生徒
の学習に積極的に取り組む。
（３）新分掌グローバル探究部を中心に総合的な
探究の時間で身に付ける力を学校教育活動の柱
としていく。
（４）自転車通学における交通マナーや放課後の
校外での振る舞いについての指導を継続して行
う。
（４）「From Chuo To The Horizon（福岡中央から
世界へ）」令和８年度のキャッチフレーズとして教
育活動を展開していく。

「自己指導能力を育成する組織的生徒指導体制の確立」

「キャリア教育の一層の推進と充実」

「今日的な課題に対する対応」

「文武」に努力を惜しまず、礼儀正しく、品格を陶冶し、夢や志の実現を目指す生徒

「確かな学力の向上」

校是「文化の香り高い校風・品格に富む生徒の育成」を土台にし、校訓「誠意・仁愛・努力」を実践できる生徒の育成

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

学校運営方針

昨年度の成果と課題

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

・「不易と流行を踏まえ、グローバルに活躍できる人材を育成する学校」
　調和のとれた人格形成を目指す多様な教育活動と活発な国際交流活動により、品格や礼節を重んじる態度や自己表現力、リーダーシップを育み、世界で活躍できる人材を育成します。

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・GAⅠ・Ⅱ、ＦＣ学習プログラムを通して、探究型学習を中心に「つかんだ学び」を深め向上させる教育活動
・主体的に協働して成し遂げていく学校行事と部活動
・海外修学旅行、短期海外研修及び国際交流を通して、国際理解教育を実感できる教育活動

・課題を設定し継続的に学び成長するとともに、国際的視野と異文化理解に基づき多様な人々と協働できる力
・持続可能な解決策を創出し、倫理観、リーダーシップおよび批判的思考力を備え、主体的にキャリアを形成できる力

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）
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教科の実態に沿った観点別評価について検討し、弾力的に運用していく。

適宜、授業アンケートを実施し、授業改善を行えるように図っていく。

探究活動や他教科とのつながりを意識した授業の取り組みを推進し、学びの深化を図っていく。

教務チーフ会議を設定して教務全体で共通理解を図り、円滑に教育活動が行えるようにする。

校舎改造に伴う教室減少に対し、教育活動を滞りなく行えるよう調整・運営していく。

本校生の活躍（学校行事・部活動結果等）及び本校の良さを、企画広報課と連携して、外部に情報発信する。

本校の良き伝統の学校文化（校門礼・静止礼等）を、先輩から後輩に継承させ、清々しい雰囲気をつくる。

持続可能な教務課業務の組織化・効
率化を図る

校務支援システムに関わることができる人員を増やすとともに、業務内容の精選を行っていく。

観点別評価の充実を図り、指導と評
価の一体化を推進する

教務課

教育体制の
整備

総
務
企
画
部

生
徒
育
成
部

計画的・体系的な教育課程の経営を
円滑に行う

他分掌との連携を図りながら早目の企画・準備を行い、教員全体への周知を遺漏なく行っていく。

中学校ＰＴＡ訪問・中学生の体験入学の積極的受け入れを多くの先生方が関わる形で行う。

保健環境課

生徒支援体
制の充実

生徒指導課

生徒指導体
制の充実

企画広報課

広報活動の
充実

式典への早期の取組と円滑な運営

中学生・保護者・中学校・学習塾へ
の広報・ＰＲ活動の充実

「ちゅうおう丸」を公式キャラクターとして積極的に活用する。学校ホームページやＳＮＳ（インスタグラム）を積極的に更新し、学校のＰＲ
活動を行う。

生徒に規律ある学校生活を送らせ、
生徒の自己指導能力を育成する。

全職員の共通理解のもと生徒指導にあたり、基本的生活習慣を確立させ、規範意識の向上と自律を促す。

給湯室衛生管理当番制の継続、冷蔵庫の整理を長期休業中前ごとに行う。

生徒・職員の安全を確保する。

礼節ある態度で互いの個性を尊重
する質の高いコミュニケーション能力
を身に付け、自己表現力を育成す
る。

各種行事および各局が積極的に活動できるように、生徒会活動の主体性を支援し、さらなる学校活性化を図る。

採点システムなどICTを活用して、成績処理や出席管理の効率化を推進していく。

ペーパーレス化に努め、諸帳簿や資料の電子データでの管理・運営に向けてスムーズに移行を行っていく。

生徒の健康状態を把握し、養護教諭と学年団、管理職との迅速な連絡および情報共有を図り、適切に対処する。

・行事後のアンケート

授業アンケート

授業アンケート

授業アンケート

・式典や行事後のアンケート

一次救命処置(心肺蘇生･ＡＥＤ)及びアナフィラキシーショックについての職員研修を実施する。

校内の安全点検は担当箇所を変更するなど、多くの視点で確認しながら定期的に実施する。

自分で考え行動できる、防災訓練を実施する。また改造工事に伴う教室移動等に対応しながら、経路の周知徹底を図る。

・学校生活アンケート

ごみの分別への意識度

手洗い・うがいの定着度

各分掌、学年との連絡調整を密に取る。式典、行事ごとの実施要項を早めに提示し、周知徹底を図る。

前年度までの反省をいかした式典、行事の運営を行う。また、次年度に向けて資料の整理を行う。

状況に応じてＦＣチャンネルを活用し、確実な行事、式典の運営を行う。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策評価項目

生徒指導課と学年等との情報共有を迅速に行い、トラブル等を未然に防止する積極的生徒指導に努める。

登下校時の交通マナー指導を定期的・組織的に行い、交通事故の減少、交通マナーの向上を図る。

全職員による生徒に寄り添う教育相談体制を充実させるため、生徒情報の共有を丁寧に行う。

・オープンスクール参加者アンケート
・ＰＴＡ学校訪問アンケート
・高校体験入学中学生アンケート
・公開授業アンケート

一次救命処置の理解度

地域や関係機関と連携し、生徒が安
全安心して生活できる環境を整え
る。

新転任職員の靴箱・レターケースの整理など年度末･年度当初の業務の確実な実施を協力して行う。

学校行事や部活動等で、生徒が活躍できる場面を多く設定し、成功体験ができる環境を整える。

「中央ＥＣＯプラン」の更なる定着、校
内美化に努める。

掲示・放送等を活用してごみの削減・分別、リサイクル活動を徹底し、学校全体で環境への意識向上を図る。

生徒の健康課題を支援するために必要な情報を共有し、校内や家庭との連携を図りやすい環境づくりに取り組む。

美化局が活発に情報発信する機会を設け、校内環境をより美しくできるよう努める。

年間最低２回はワックスがけを行い、教室美化に努める。

庶務分野の確実な実施と職員の福
利厚生面への寄与

生徒が心身ともに健康で安心して学
校生活を送ることができるように支援
する。

保健だより・保健委員による放送等を活用し、健康増進及び感染症の予防に努める。

地域(平尾校区)と協力し、登下校指導・夜間パトロール等で生徒の安全を守る。

学校公開DAY、オープンスクール（２～３回）、進路相談事業における中学生へのＰＲ活動を円滑に行う。

中学校・学習塾への訪問を多くの先生方が関わる形で行う。

・学校生活アンケート
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大学進学課外において、生徒の進路希望に応じた講座、特に難関大対策講座を開講し、内容の充実を図る。

キ
ャ
リ
ア
教
育
部

「ビブリオバトル」を実施し、生徒と本の出会いを促し、他者の多様な価値観に触れることで多角的な視点を育む。

「図書館祭」の企画を充実させ、豊か
な感性や表現力を養う。

図書館課

読書活動の
充実

適切な選書および廃棄、図書の管理を通して、生徒や教職員が利用しやすい環境を整える。

授業や学校行事、季節ごとに本の展示やディスプレイをおこない、図書の貸し出しを促進する。

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
部

研
修
情
報
部

教科や探究活動と連携し、事前・事後学習を体系的に実施することで、現地での学びを一過性に終わらせず、思考の深化や問いの更
新につなげる。

活動後のアンケート

図書館のイベントに関する情報発信を積極的におこなう。

年間指導計画で定めた科目の目標を、授業内で生徒と共有できるように、教科に依頼する。

授業アンケート

年間の振り返りや活動後のアンケート

大学進学課外に対する満足度

調和のとれた人格形成を促す人権教育授業を各学年で計画・実施する。

ＡＣＥプランとして上位者面談、大学生フェス、九大訪問、卒業生講話を実施し、生徒の進路意識の向上を図る。

・図書館広報誌に関するアンケート図書館便り（年3回以上）、図書館報（年1回）、新着図書案内等の発行を通して、読書活動の推進を図る。

年３回の進路先検討会について、その時期に応じた内容を工夫する。

お薦めの本の紹介やカウンター業務・館内整理・図書館清掃など委員会活動の活性化を図る。

探究活動を通して自己の興味・関心や価値観を見つめ直し、自己の在り方や将来のキャリアと結びつけて考える力を育成する。

・図書館イベントに関するアンケート

年間の振り返りや活動後のアンケート

人権教育授業後の感想

大学生フェス、九大訪問、卒業生講話等の
感想

各部の目標・取組に対応した校内研修の計画・実施。特に探究活動に関する校内研修の充実を図る。

「個人・グループ探究」分野で、校外活動や専門家との対話をもとに課題を深化させ、仮説検証と再構築を繰り返しながら、問いを更新
し、必要な情報を主体的に活用する力を育成する。

仮説設定・検証・再構築のプロセスを重視し、試行錯誤を通して、問いや考えを深め続ける姿勢と方法を身につける。

外部模試に際し、事前指導（素点指導）、事後指導を実施するなど模試の有効活用を図る。

多様な文化や価値観に触れる機会を通して、自国や地域社会と世界との関係を多面的に捉え、国際社会における自己の役割や将来
の在り方を考察する力を育成する。

主体的に問いを立て、思考を深めな
がら、自己と社会・世界を関連付け、
自己の在り方や進路につなげて探究
する力を育成する。

「学問探究」分野で、社会の諸課題に主体的に問いを立て、関連する学問分野を調査・比較する。学問と社会との関わりを多面的に捉
え、自己の関心と結び付けながら、進路や自己の在り方について考察を深める力を育成する。

図書委員会の活動を通して、生徒の
自主性と責任感を養うとともに、他者
と協働して課題を解決する能力を育
成する。

研修・人権教育の充実

海外交流を通して多文化理解や国
際的視野を育むとともに、探究活動
と関連付けながら、自己と社会・世界
とのつながりを意識し、自らの進路
や在り方を考える力を育成する。

外部研修への参加促進と学び得た内容の共有。

他者との対話や協働を通して、新たな気づきや価値を生み出す思考の広がりを促進する。

校内各部署と連携を取り、教育プラットフォームの整理を計画する。

ブックハンティング（選書ツアー）を年間２回実施する。

学校推薦型選抜及び総合型選抜対策として、教員に対し面接指導や小論指導の研修会などを実施する。

探究的な見方や考え方を取り入れた授業実施に向けた研修の実施。

年間を通じた二者面談を通して将来を見据えた志望校選択と志望理由について考えさせる時間を設ける。

課題対応力
の育成

情報機器の整備・運用

FC@chを含めた情報インフラの維持管理を情報セキュリティ委員会と協力し学校全体で対応できる仕組みを構築する。

情報インフラの使用状況調査

教室の移転に伴い、授業に支障が出ないよう部全体で整備の計画・実施をする。

授業改善に向けた取組

総合的な探究の時間を通して、「主
体的探究力」「思考深化力」「自己・
社会接続力」を身につける。

授業改善

年間２回の相互授業参観を実施し、互いの授業力向上に役立てられるようにする。

進路指導課

進路指導の
充実

読書を通して幅広い教養と豊かな感
性を備えた生徒を育成するために、
読書啓発に努め、図書館利用を促進
する。

朝の10分間読書を実施し、読書習慣の定着を図る。

・図書館利用に関するアンケート
・施設、蔵書に関するアンケート

「平尾大学との合同読書会」を実施し、積極的に地域との交流を深める。

九州大学他難関大30名以上、国公
立大学計140名以上の合格。

生徒の進路意識向上に対するサ
ポート体制の充実。
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様式３

学校生活アンケート
出席統計

学校生活アンケート
人権学習感想文

学習時間調査
課外の申込・出席状況

進路希望調査

国公立大学140名、難関大学（九州大学・広島大学・熊本大学・福岡女子大学など）30名以上を目指す。学年会や進路先検討会におい
て、生徒情報や入試情報を共有し、共通理解に基づいて進路指導を行う。

課外や補習授業、休日学習会などの活用を促し、学校を中心とした学習スタイルを定着させる。家庭学習では、生活の記録等への助言
を通して、学習意欲を高揚させる。

生徒たちが互いを尊重し、様々なことに挑戦できる環境づくりを心がける

講座制課外への参加と外部資格の取得、校外の講演会やセミナー等への参加を推奨し、進路実現への礎とする。

学校行事やホームルーム活動を通じて、アイデンティティーを確立し、他者を認め、共に高め合える姿勢を育てる。

日常生活や日々の学習の中で、多岐にわたる情報に対して根拠や反証、異なる角度からの分析を行うなどの批判的思考力を涵養す
る。

日々の学習や人権教育を通して、正しい人権感覚の涵養に努める。他者の多様な価値観を尊重しつつ、自己の意見も正しく主張するこ
とができるようサポートする。

中堅学年としての役割を意識し、主体的に行事に取り組む姿勢を育てる

学年通信を継続して発行し、生徒の心と体の健康促進と保護者への情報発信に努める

総合的な探究の時間を計画的に運用し、主体的に問題を解決する能力を養うとともに、進路目標決定の契機とする

面談や進路HRなどを通して、生徒の個性や特性を認め、進路に関する知識を身につけさせる

学年自治委員会や学年行事、学校行事を通して学年のリーダーを育成していく。

担任・副担任を中心に、柔軟な二者面談・三者面談を実施し、学年団全員で進路相談に対応する。

進路に関する学校内外の行事への積極的な参加を促す

生徒情報を共有により学年の教員が多角的にアプローチすることで、安易な遅刻欠席を防ぎ、様々なことに自信をもってチャレンジでき
るようにする。

新入生指導・部活動・体育大会に全力で取り組むことで、本校の伝統や新しい文化の継承者としてのリーダーシップを発揮させる。

学校生活アンケート
体育大会アンケート

部活動加入率

学習時間調査
進路希望調査

休日学習会および課外授業参加率

授業で学んだ知識を基に深く考え、探求型思考力を育成する

家庭学習を習慣化させ、平日2時間以上休日4時間以上の学習時間を定着させる

授業を大切にし、主体的に授業に取り組む姿勢を育てる

部活動や行事への積極的な参加を促し、協働する体験を積ませることで多様性を尊重する姿勢を育成する。

「将来を見据えたキャリア教育」の実
践

明確な第一希望進路の設定とその
実現に向けて努力を継続する集団
の育成

個人面談や進路行事、総合的な探究の時間を充実させて、生徒の進路における視野と可能性を広げる。

進路希望調査

基本的な生活習慣を確立させ、安易な遅刻・欠席をさせないよう指導する。

校歌斉唱、静止礼や校門一礼、授業等の始業・終業時の礼法がおざなりにならぬよう継続的な指導を行う。

主体的に考えながら清掃活動に取り組ませるとともに、日頃から机や荷物をそろえるなど常に環境美化に努めさせる。

学校生活アンケート
出席状況

「他者を尊重し、多様性を認める力」
と「主体的協働的な行動力」の涵養

「確かな学力」の定着と「主体的な学
習態度」の向上

他者を尊重し、互いに高め合える集
団の育成

基本的な生活習慣の確立と礼節を
重んじる態度の育成

学校生活アンケート
体育大会アンケート

学習時間調査

最上級生として自覚をもち、自ら考え
行動できる生徒の育成

学校行事や式典の際には、下級生の範となるよう、大きな声で校歌を斉唱させ、最上級生としての自覚を高める。

第１学年

生活習慣の確
立

第２学年

主体性・協働
性の育成

第３学年

進路実現

社会の一員として必要な礼節や謙虚
さ、国際的視野を兼ね備えた人材の
育成

荷物や教室の整理整頓をはじめ、場を整える習慣を定着させる。戸締りや消灯など気づいたときに率先して行動できる習慣をつけさせ
る。

学校中心の学習習慣の定着と進路
選択能力の育成

授業はもとより朝課外に主体的に参加するように促し、学校中心の学習習慣を確立させ、基礎学力の定着を図る。

N:\R8年度\管理職\全日制\②副校長\03　学校評価\県提出\45_福岡中央（計画段階） 4 / 4 ページ


